
十
年
後
の
平
成
十
年
に
問
問
倍
さ
れ
る
神
奈
川
川
淵
体
に
向
け
ず
¥
若
い
ス
ポ
ー
ツ
選
手
愛
育
成

し
よ
う
と
、
設
立
後
満
一
周
年
を
迎
え
た
財
間
工
法
人
平
塚
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
閉
山
で
は
、
市
民
の

浄
財
問
ス
ボ
!
ツ
振
興
基
金
を
も
と
に
、
第
一
郎
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
六
士
一
年
中
に
関
東
入
品
目
以
上
の
競
技
会
に
出
場
し
、
活
躍
し
た
小
。
中
・
高
校
生
の
み

な
さ
ん
で
、
十
七
人
と
十
一
切
出
悼
の
選
手
た
ち
で
す
。
大
き
く
育
っ
て
将
来
ポ
録
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
騒
い
が
込
め
ら
れ
た
も
の
官
、
、
設
状
と
記
念
口
品
が
照
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
完
が
ス
ポ
ー
ツ
ど
の
開
濯
や
、
ス
ポ
ー
ツ
防
毒

に
親
し
ん
だ
り
、
業
し
ん
げ
た
り
で
に
対
す
る
助
成
。
援
助
、
ス
ポ
I

き
る
よ
う
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
が
ツ
情
報
紙
「
ひ
ら
つ
か
」
の
発

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
よ
う
手
助
行
、
ス
示
1
ツ
託
料
室
の
調
設
、

げ
す
る
「
叫
財
団
法
人
平
原
市
ス
ポ
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
の
平
塚
市
が

i
ツ
振
興
財
凶
μ

が
、
…
作
年
十
行
う
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
受
託
な
ど

一
一
月
四
日
設
立
さ
れ
て
一
年
た
ち
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま

し

た

。

今

回

の

表

彰

も

そ

の

つ

で

、

財
団
は
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
事
助
成
・
援
助
に
つ
い
て
は
、
次
の

業
を
行
っ
た
り
、
ス
ポ
!
ツ
の
普
婆
幅
削
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
み

及
振
興
と
、
市
民
根
立
あ
ふ
れ
あ
な
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

い
を
局
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
〈
滋
護
人
会
以
上
出
場
者
支
援
釜

例
え
ば
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
案
支
援
金
は
、
個
人
と
間
体
が
対

や
卓
球
教
室
、
婦
人
体
力
づ
く
り
象
で
、
大
会
等
の
競
惇
L
よ
り
、

教
室
、
ジ
ャ
ズ
ァ
ザ
イ
ズ
教
笠
な
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
異
な
0
、
一
一
千

{
国
凶
体
の
都
}
敬
称
略

。
平
塚
グ
レ
ー
ト
ラ
ピ
ッ
ツ

県
大
会
で
優
勝
し
臼
本
少
年
野

球
連
盛
春
季
全
同
国
大
会
へ
出
場

〈
〉
宇
部
部
商
工
業
技
術
高
校
空
手
部

県
大
会
で
み
鐙
し
第
口
間
関
東

高
等
学
校
空
手
選
大
会
に
出
場

。
平
塚
農
場
委
開
校
山
岳
部

第
泣
活
関
翠
墓
守
学
校
登
山
大

会
に
熊
沢
主
持
校
と
ベ
ア
で
出
場

。
宇
塚
、
江
南
官
開
校
山
岳
部

第
出
話
回
照
準
曇
寸

γ笠
宮
山
大

会
に
厚
杢
母
校
と
ベ
ア
で
出
場

。
平
塚
リ
ト
ル
リ
ー
グ

祭
大
会
で
準
樽
務
し
第

n回
全

日
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
手
権

大
会
に
出
場

〈
〉
平
塚
商
業
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

祭
大
会
で
優
勝
し
第
組
問
出
全
国

高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
に
出
場

〈
〉
平
塚
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

県
大
会
で
優
勝
し
第
お
思
関
東

少
年
軟
式
野
設
え
会
に
出
場

。
宇
塚
野
球
ク
ラ
ブ

燥
大
会
で
優
勝
し
第
5
回
全
日

本
少
年
軟
式
野
球
大
会
に
出
場

。
湖
南
ク
ラ
ブ
(
ポ
一
一
l
)

第
M
H

間
出
小
宏
子
生
硬
式
野
球
日

本
選
手
権
大
会
に
出
場
し
優
勝

。
湘
南
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

集
大
会
で
優
勝
し
篤
5
m凶開関東

iι

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
場

。
湘
南
ク
ラ
ブ
(
ブ
ロ
ン
コ
)

第
比
四
小
笠
茎
硬
式
野
涼
日

本
選
手
権
式
会
に
出
場

〔
鰭
人
の
部
〕
敬
称
略

。
大
関
篤
史
(
平
塚
江
協
同
一
角
校
一
)

回
聞
大
会
時
陸
上
一
千
五
百
M

川
で
優

勝
し
関
東
宙
開
校
陸
上
競
技
大
会
に

五
百
円
か
ら
五
万
円
ま
で
の
段
階

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
平
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
田
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
か
、
こ
の

も
と
と
な
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
で
す
。
基
金
は
、
平
塚
市
が

三
年
潤
で
一
億
笠
千
台
前
門
出
資
U
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
五
一
千
万
汚

を
寄
付
レ
て
い
た
だ
き
、
二
億
円

の
基
金
を
も
と
に
、
そ
の
果
実

(
利
子
)
で
運
営
し
ま
す
c

出
場

〈
〉
小
野
寺
茂
信
(
五
領
ケ
台
高
校
)

県
大
会
円
盤
投
げ
で
入
賞
し
関

東
高
校
経
上
競
技
大
会
に
出
場

。
二
重
作
(
太
洋
恵
子
校
)

走
り
幅
跳
び
襟
準
記
録

(
8
M

m
山内
y
)

を
越
~
一
九
全
日
本
中
学
臨
陸

上
競
技
大
会
に
出
場

〈
￥
添
侶
N

U

(

金
規
史
学
段
)

燥
大
会
平
泳
ぎ
続
距
離
で
入
設

し
、
開
閉
束
中
学
校
水
泳
大
会
出
場

合
古
都
府
芳
一
袋
内
中
学
校
)

県
大
会
自
出
翠
T
H
M
制
、
優
勝
し

会
闘
志
表
選
抜
水
泳
大
会
出
場

。
密
ケ
谷
愛
絵
・
伊
藤
ひ
と
み

(
中
原
中
学
校
)

察
λ
会
新
体
操
で
入
賞
し
関
東

中
学
校
新
体
操
競
技
大
会
に
出
場

〈
〉
宍
戸
美
由
紀
・
小
口
さ
あ
や

(
大
佐
中
学
校
)

県
大
会
軟
式
庭
球
で
入
賞
し
関

東
中
学
校
軟
式
庭
球
大
会
に
出
場

。
ス
ポ
i
ツ
ヰ
出
動
に
対
ず
る
支
援

指
導
翁
を
派
遣
し
た
り
、
会
場

使
山
市
料
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

指
導
者
品
川
通
は
一
一
一
日
以
内
、
使
用

料
の
援
助
は
露
両
五
万
円
ま
で
で

す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
ミ
は
ス
ポ

ー
ツ
振
出
興
対
間
に
お
た
す
勾
え
た

さ
い
。

。
調
牒
霧
議
手
の
義
務

?
?
官
寝
生
を
対
象
に
、

閉
関
東
大
会
以
上
の
競
技
会
に
出
場

し
た
間
存
・
選
手
を
表
彰
し
ま
す
。

国学

丸一

市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご

協
力
に
よ
り
、
一
月
三
十
一
日
現

在
、
一
千
八
百
三
十
九
万
六
千
八

百
十
九
円
の
基
釜
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

み
な
セ
え
、
基
金
に
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

・
平
時
体
十
巾
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
山

見
駒
山
町
お
1
1
(見
附
ム
ロ
体
育
舘

内
俊
一
桑
察
怒
1
0
一
Q
一)

。
天
城
絡
之
(
山
城
中
学
校
)

県
大
会
陸
上
百
討
で
一
一
一
位
と
な

り
全
尽
本
中
晶
子
際
上
線
空
会
に

出
場

。
相
品
丹
波
E

!

小
康
達
也
(
大
野
中

学
校
)

県
大
会
軟
式
緩
球
で
準
優
勝
し

関
東
宏
子
校
軟
式
庭
球
大
会
出
場

。
中
丸
経
(
金
魚
中
学
校
)

日
米
少
年
野
球
大
会
に
出
場

。
竹
村
り
き
っ
こ
(
花
水
小
学
校
〉

硬
式
テ
ニ
ス
で
全
国
選
抜
ジ
ュ

ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
に
出
場

〈V
草
野
T
絵
(
神
田
小
学
校
)

硬
式
テ
ニ
ス
で
全
閣
小
学
生
テ

ニ
ス
選
手
壁
入
会
に
出
場

。
福
間
援
子
(
平
塚
滞
業
高
校
)

硬
式
テ
ニ
ス
で
全
日
本
ジ
ュ
一
一

ア
一
ア
ニ
ス
選
手
権
大
会
に
出
場

。
原
市
郎
(
大
灘
高
校
)

ア
イ
ス
ホ
y
ケ
ー
で
飽
体
会
季

大
会
少
年
の
部
に
出
場



昨
年
の
八
月
か
ら
会
中
閣
改
修
し

て
い
た
平
塚
駅
北
口
公
衆
ト
イ
レ

一が
ζ
の
ほ
ど
窪
凶
し
え

一
新
し
い
ト
イ
レ
は
身
体
醐
陣
撃
者

一
周
ト
イ
レ
を
刷
出
様
に
し
、
二
擦
の

一
関
を
道
路
か
己
記
遜
り
抜
げ
で
き
る

一
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
幼

一
間
見
透
れ
の
お
母
さ
ん
が
便
利
な
よ

市
で
は
、
各
地
区

γ行
わ
れ
る
一
マ
対
象
市
内
の
中
堂
生

(
4
R
一
う
に
、
食
性
側
ト
イ
レ
に
男
児
用
地

一
少
年
活
動
に
協
力
し
、
そ
の
活
…
以
降
)
で
、
現
議
申
ム
ヤ
日
終
了
後
も
子
一
便
認
を
設
け
て
い
る
。

一円
v
担
当
地
域
づ
く
り
議
一
を
活
発
に
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー
を
一
供
会
な
ど
の
地
域
で
活
動
で
き
一
公
衆
ト
イ
レ
は
皆
ん
な
が
利
対

雪
国
連
協
会
平
塚
支
部
で
一
マ
長

3
7尽
(
土
)
午
後
一

1
1
1
1
;
!

成

す

る

警

官

を

開

く

。

一

る

方

一

す

る

も

の

。

だ

れ

も

が

気

持

ち

ょ

一
は
、
書
へ
の
警
ち
を
テ
ー
マ
一

1

待望
1
3時
部

分

一

一

〔

ジ

ュ

ニ

ア

リ

!

ダ

i
幾

重

一

マ

募

集

人

員

制

人

一

く

需

で

き

る

よ

う

、

議

室

。

昨

年

の

一

年

織

に

皆

さ

ん

が

一

と

し

た

市

民

文

化

講

演

会

員

一

マ

毒

勤

労

喜

一

テ

レ

ト

ピ

ア

実

一

会

一

マ

費

用

無

料

(

賓

客

伴

う

場

…

1

1

1

1

1

1

0

事

ι

通

報

し

た

額

数

は

一

万

一

く

。

入

雪

崩

。

守

護

霊

大

山

主

学

部

教

授

一

?

?

画

が

確

定

一

マ

覇

3
R
1
U月
(
延
べ
8
一

合

竺

重

量

り

)

一

一

桜

井

亨

氏

一

i一
員

一

回

)

一

マ

募

集

期

限

3
5日

(

金

)

一

本

宿

工

涯

換

地

守
内
容
書
世
間
の
様
子
、
宇
一
市
で
は
、
昨
年
六
岡
山
に
未
来
型
守
内
容
語
語
、
ハ
イ
キ
ン
一
中
申
込
先
@
明
言
菜
青
一
処
分
登
記
完
了

省
関
係
条
約
、
宇
宙
観
測
な
ど
一
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
都
一
グ
、
救
急
法
講
湖
面
会
ほ
か
一
少
年
組
問
育
成
係
(
内
線
五

O
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-ー
一
六
)
、
ま
た
は
各
地
区
子
供
会
支
土
地
点
画
祭
場
事
業
家
宿
工

戸
イ
ラ
ブ
ど
j
ス
キ
ャ
ン
ベ
j
ン
一
時
謀
長
リ
l
J一時一日当刊誌訪問

一
成
セ
ミ
ナ

i
}

一め、

ζ
れ
に
伴
い
今
ま
で
停
止
さ

平
塚
市
は
過
去
に
戦
災
を
受
一
ン
」
者
間
く
こ
と
に
な
っ
た
。
三
午
前

ω
?午
後
3
宮
市
善
公
一
マ
期
間

4
月

iE2年
3
月
一
れ
て
い
た
本
妻
議
事
即
位
内
の

け
、
市
域
の
多
く
を
焼
失
し
た
悲
一
家
族
お
搬
い
で
ご
来
習
を
。
一
民
館
一
マ
内
容
講
義
、
話
し
合
い
、
集
一
不
動
産
に
翻
寸
る
筆
記
が
解
除
と

し

い

雲

を

も

っ

て

い

る

が

、

こ

一

言

穏

等

一

-
3
長

臼

(B)
札前
9
宇

一

塁

普

通

し

て

の

襲

撃

一

な

っ

た

の
涯
史
を
一
一
度
と
繰
り
返
さ
な
い
で

2
5
E
(日
)
午
前
語
よ
午
後
3
時
市
役
所
豆
豆
町
(
新
一
マ
対
象
室
内
の
史
学
2
年
生
1
一
マ
該
当
地
区
中
豆
、
翠
慰
問

た
め
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
一
午
後
2
時
、
梅
屋
(
消
費
生
活
康
一
築
家
屋
高
木
監
布
会
場
で
)
一
高
綬
生

(
4月
以
降
)
一
立
野
町
見
附
町
、
錦
町
、
平
塚

田

に

「

核

兵

器

廃

絶

平

和

都

市

」

会

事

一

マ

内

容

児

童

絵

軍

平

和

w葉
一
マ
費
用
無
料
(
徳
治
を
伴
、
議
て
了
向
ヲ

3
了
g
・
4
7
g
e
5

を
宣
言
し
、
以
後
各
議
の
平
和
事
了

3
月
4
日
(
土
)
、

5
臼
(
日
)
一
展
(
公
民
館
の
み
て
ポ
ス
ト
カ
一
合
は
一
部
負
担
あ
り
)
一
了
一
自
の
各
一
部
お
よ
び
平
塚

2γ

業
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
一
午
前
山
時
ら
午
後
3
持
、
大
一
野
一

l
ド
・
花
の
積
年
ナ
の
配
布
一
マ
董
蔀
期
限

3
月
日
臼
(
水
)
一
自
の
金
四
割

一
一
月
か
ら
、
次
の
臼
程
で
「
ア
一
・
旭
北
公
民
館
一
一
v
問
い
合
わ
せ
先
総
務
訣
府
務
一
一
〉
申
込
先
青
少
年
課
育
成
係
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
区
間
間
前
盟
理
謀

イ
ラ
ブ
ピ
1
ス
市
民
キ
ャ
ン
ベ
!
了

3
月
諸
白
(
土
)
、
訪
日
(
臼
)
一
係
(
市
内
線
一
一
一
四
六
)
一
(
内
線
五

O
ム

ハ

)

一

換

地

係

(

内

線

六

ors

(2) 平成元年21'奇守 58

今
年
も
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
の
二
週
間
、

「
そ
の
火
そ
の
符
す
ぐ
始
末
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
会
組
一
春

の
火
災
予
紡
運
動
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

期
間
中
、
市
潟
妨
本
的
治
初
一
マ
嗣
期
間

2
丹
羽
ω
臼
(
木
)
i
m

署
、
消
防
白
で
は
消
防
演
や
妨
火
一
白
(
火
)

パ
レ
ー
ド
な
ど
に
よ
り
市
民
の
皆
一
マ
会
場
市
ろ
ノ
ラ
ザ

さ
ん
に
火
災
予
防
を
時
ぴ
…
掛
け
る
一
一
〉
市
内
容
紡
火
相
談
所
@
ピ
デ
オ

ほ
か
、
独
り
暮
ら
し
@
寝
た
き
り
一
紡
災
教
会
の
開
設
、
務
火
用
品
@

老
人
窓
庭
に
お
け
る
防
火
指
導
を
一
消
防
ミ
一
一
は
し
ご
車
・
び
っ
く
り

は
じ
め
、
奥
常
乾
燥
時
お
よ
び
強
一
消
火
擦
な
ど
の
展
示

υ 

2
湾
問
毘
に
才
i
プ
ン
し
た
案
内
シ
ス
チ
ム

平
塚
の
情
報
を
ニ
ュ

1
メ
デ
ィ
案
内
シ
ス
テ
ム
川
市
の
お
知
ら

ア
で
紹
介
す
る
平
間
都
市
案
内
シ
ス
せ
、
イ
ベ
ン
ト
が
流
れ
る
「
電
光

一
ア
ム
が
、
一
一
月
十
日
か
ら
J
R平
ニ
ュ
ー
ス
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。

塚
駅
北
口
階
段
下
に
議
直
さ
れ
、
特
に
、
「
塑
問
ひ
ら
つ
か
ホ
ッ

平
塚
市
を
訪
れ
た
方
々
や
市
由
民
の
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
平
塚
テ
レ
ト

皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ア
計
対
闘
で
進
め
て
い
く
地
時
品
川
ど

ζ
の
案
内
は
平
塚
の
施
設
、
観
デ
オ
テ
ッ
ク
ス
の
第
一
号
で
、
だ

光
、
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
な
ど
を
絵
れ
に
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
換

や
茎
具
、
動
画
で
紹
介
す
る
「
湘
作
は
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い

南
ひ
ら
つ
か
ホ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
」
、
る
。
ご
利
用
を
。

駅
前
発
の
時
刻
や
行
き
先
系
統
な
・
利
用
時
間
午
前
7
時
1
午
後

ど
、
パ
ス
利
回
肘
の
情
報
を
コ
ン
ビ
幼
時

ュ
ー
タ
で
提
供
す
る
「
パ
ス
情
報

え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

Hm番
。
は
火
事
と
救
急
の
た

め
の
緊
急
電
話
で
あ
る
が
、
通
報

(
火
事
)
の
際
、
場
所
や
状
況
を

蕊
し
三
通
報
さ
れ
な
い
こ
と
が
多

一
く
、
こ
の
た
め
被
害
が
大
き
く
な

一
っ
た
り
、
混
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が

一
発
生
し
た
り
し
て
い
る
。
砂
川
山

一番
d

を
か
け
る
と
き
は
、
あ
わ
て

一
ず
に
は
っ
き
り
と
正
磯
に
通
一
報
し

一
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
ま
た
、
。
凶
番
“
に
通
報
し
、

ノ
一
救
急
車
亭
安
易
に
利
用
さ
れ
る
ケ

…一

l
ス
も
み
ら
れ
、
本
来
の
繋
婆

総
一
務
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

次
一
救
急
車
は
、
縫
い
け
が
や
病
気
の

寂
一
と
き
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

浩
一
い
の
で
、
ご
法
意
を
。

一
い
一
〔
山
山
療
の
か
け
方
}

扱
一
①
火
事
か
救
急
か

駁
一
⑦
沃
況
を
正
纏
に

初
一
③
目
標
物
(
平
塚

0
丁
目
。
番

J

，

O号
で
八
)
学
校
の

O
側
関
)
を

司

氏

名

霊

市
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
菜
掴
酬
の
利
喝
一
利
照
明
制
問

2
年

用
者
亭
参
集
す
る
。
議
耕
地
レ
ジ
ャ
ー
議
幾
募
集
吉

こ
の
世
京
国
側
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
十
凶
区
宮
間

が
余
暇
を
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
@
場
所
平
塚
市
徳
延
五
九
一

の
で
き
る
よ
}
議
係
の
方
々
の
ご
(
平
塚
大
橋
酋
倒
否
む

協
力
に
よ
り
開
聞
紙
訳
し
て
い
る
も
の
・
利
用
期
間

2
年

で
、
ム
ユ
回
募
集
す
る
菜
歯
は
三
月
{
期
間
喝
ハ
機
レ
ジ
ャ

i
議
醐
醐
}
募
集

下
旬
の
利
用
問
問
開
始
と
な
る
。
閉
山
区
醤

箕
4
4
レ
ジ
ャ
ー
薬
密
募
集
約
・
場
所
平
塚
市
治
八
幡
4

閉山

仮

面

(

平

塚

球

場

衆

劇

間

一

益

出

品

川

)

@
場
所
平
塚
市
真
土
三
一
一
二
階
利
用
虫
類
筒

2
年

矢
野
公
民
緩
西
側
二
吉
川
川
)
マ
申
込
綴
限

2
月
初
日
(
月
)

・
利
用
期
間

1
年

申

し

込

み

は

、

地

域

づ

く

り

諜

{
縁
部
ゑ
レ
ジ
ャ
ー
薬
磁
〕
嘉
義
(
一
一
内
線
二
四
回
)
、
市
立
公
民
館
に

幻

区

酪

あ

る

申

込

議

で

お

串

し

込

み

を

。

場
所
平
塚
市
黒
部
丘
U
i
l

申
し
込
み
は
1
数
帯
1
枚
と
し
、

(
平
塚
工
警
南
校
西
機
)
多
数
の
と
き
は
抽
選
と
な
る
。

。
一
同
盟
法
擁
相
談

2
月刊日日(本)、
2
月
白
日
(
水
)
、

3
月
2
日(ホ)、

3
R
8
a
(
ホ
)

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
1
施
時

議
彩
、
義
謝
緩
相
談
3
月
日
日
(
金
)
、
日
時
3
日
時

。
一
鍛
帯
自
民
栂
毅
毎
邑
(
た
だ
し
、
土
一
曜
臼
は
詔
時
ま
で
、
日

曜
日
・
祝
日
は
除
く
)

。
議
後
生
活
相
談

2
月
汀
日
(
金
)
、
民
自
(
金
)
、

3
月
3
臼

(
金
)
、
却
時
tip
日
時

。
定
例
車
会
報
綾

3
月
9
日
へ
木
)
、
油
時
、
日
時

。
発
明
帯
謹
特
終
報
綴

3
月
F
O
E
(
月
)
、
却
時
3
日
時

0
7軸輔教訓出抑制融制

2
R
国
民
(
木
)
、
日
時
加
分
3
四
時

。
住
宅
樺
毅

2
月
山
田
(
火
)
、
日
時
1
日
時

を

一
一

月
1
金
曜
弓
9
時
1
国
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
鍬
み
ご
と
話
。
ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
。

日

ω
j七
八
一
一
一

O

丹

1
土
曜
日
9
時
1
日
時
部
分

篠

料

公

義

的

ω
iニ一一一一一一一一一

。
心
認
ご
と
暢
談
毎
週
月
曜
臼
、
日
時
j
t
J

日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
檎
談
革
遡
同
月
3
金
曜
白
、
9
時
ら
時
時

土
曜
日
は
話
時
ま
で

。
輯
縁
機
組
組
揮
週
刊
ロ
曜
日
、
問
時
3
日
時

(
第
3
臼
曜
臼
を
酷
く
)

。
母
子
堀
畿
揮
週
百
円
1
金
曜
日
、

9
時
1
M時

。
家
臨
発
麓
輔
麟
揺
遜
月
よ
耳
曜
日
、

9
時
1
話
時

。
高
齢
審
議
耕
輔
繭
緩
揮
週
月
《
金
曜
日
、
9
時
油
分
5
日
時

土
糧
自
は
日
時
ま
で
(
第
2
、
第
4

土
曜
日
を
酷
く
)

。
輔
人
相
麟
醤
月
第
3
木
曜
日
、
四
時
1
日
時



重曹45守容

九
月
ま
で
の
銭
関
内
の
一
平
塚
競
輪

2 守26Eヨ(隠〉

午 後 1時開場、 1時30分機演

マ
募
集
底
舗
待
相
蹴
腐
付
属
食
堂

2
筋
縄
飲
食
売
庁
防
9
庖

領

警

遅
発
庖
6
活
鱗

マ
受
付
抽
期
間

2
月
幻
自
(
水
)
、

n
B
(木
)

・
時
間
午
前
9
時
お
分
1
乍後

4
時
吋

@
場
所
平
塚
綴
輪
場
内
事
業
譲

マ
応
首
客
毘
碕
①
市
内
に
1
年
以

上
引
事
口
続
き
層
住
し
、
住
民
義
本

平
塚
市
の
東
側
に
流
れ
る
怒
な
が
見
立
場
と
な
っ
て
い
る
。

る
川
扇
筏
川
じ
は
写
会
長
百
十
マ
放
映
日
時

2
月
お
臼
午
前
ロ

キ
ロ
討
も
あ
る
大
き
な
川
で
一
ニ
千
人
時
日
制
分
1
円
以
碍
(
お
分
間
)

も
の
一
議
さ
ん
が
働
い
て
い
る
。
マ
放
議

T
V
K
(一アレ
υ
議

ム
守
山
出
は
「
褐
模
川
・
小
さ
な
旅
」
奈
川

-
U
H
F
)

と
議
し
て
、
寒
川
取
水
せ
き
か
ら
な
お
、
放
校
し
た
ど
デ
オ
は
、

習
ま
で
の
集
室
裏
師
、
童
図
書
館
襲
警
イ
ブ
}
フ
リ
ー
で

な
ど
を
紹
介
す
る
。
終
に
、
あ
ゆ
貸
し
出
す
の
で
ご
一
利
用
を
。

の
成
育
や
須
賀
の
と
ん
ち
惑
な
ど

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

v
b
つ

・
知
ら
な
い
人
に
声
亭
掛
け
ら
れ

て
も
つ
い
て
い
か
な
い
よ
う
に

教
え
て
お
こ
一
つ

入
学
通
知
は

届
き
ま
し
た
か

ぎと

平成光年21'晋守 58

!9fjJ与三

一一
村
一
市
は
、
平
成
二
冗
年
度
の
回
定
資
了
時
間
午
前
8
時
ぬ
分
5
午
後
一
マ
源
泉
奈
離
課
税
そ
選
択
し
て
い

一
産
税
お
よ
び
警
計
画
税
の
基
礎
一
品
主
警
は
午
盤
中
)
一
る
警
の
撃
需
の
あ
る
方

一

と

な

る

土

地

、

護

憲

章

一

マ

場

所

霊

童

〔

豊

定

必

霊

童

一

の

震

を

決

定

し

、

殴

蚕

雪

一

守

護

で

き

る

万

重

の

聖

一

マ

印

鑑

一

マ

臼

穣

2
5日
(
木
)
、
口

一
娠
に
登
録
を
終
え
た
た
め
、
次
の
一
審
お
よ
び
向
爆
の
親
族
、
納
税
管
一
マ
収
入
の
明
紹
替
、
給
与
所
得
の
一
日
(
金
)
、
初
日
(
月
)
、
幻
自

一
期
間
希
望
さ
れ
る
務
係
者
に
見
で
一
環
入
、
法
定
代
理
人
、
著
者
の
一
方
は
源
泉
徴
収
察
ま
毒
警
丸
一
(
火
)

一
い
た
だ
〈
こ
と
に
な
っ
た
。
印
鑑
一
委
任
ま
た
は
向
意
を
得
た
方
一
払
明
糧
替
、
事
業
所
得
お
よ
び
不
了
時
穏
午
前
9
時
鈎
分

su持

一
宇
持
参
の
う
え
縦
覧
を
。
一
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
謀
償
一
動
産
所
得
の
方
は
収
支
出
円
訴
審
一
お
分
、
午
後
1
時
3
3時
初
分

マ
期
間

3
月
1
日
(
本
)

F

3

m

(

内
線
二
九
一
)
一
マ
雑
損
控
徐
の
あ
る
方
は
、
消
防
一
一
v
会
場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

日

(

忍

一

審

ま

た

は

警

察

署

の

証

明

議

(3) 

ところ 中央公民館ホール

{出演観樹
グJレーヴィンサウンズオーケストラ

アンサンプルやよい

フルートクラブ、シソンクス。

平埠ウインドオーケストラ

。入場忠由

・潤い合わせ 中央公民主宮 霊童話34-2111

φ入増料 S席 3問。円 A席 3.000円

8席 2，500円

φ前艶静 3月128から発売

-市民センタ 〈雷32，2235)、ヤンレイ

レコード〈霊堂23.2685)、相本犀楽器底

(密22-3113)、サクラ窃底本底〈笠宮21

0175)、ヨネザワ楽器{雷23"7田幻、花

水警察底〈盟31.2713)、文栄盆(倉部 23

63)、なでしこ寄局〈愈34-2286)

と き 5 ~14日(沼)午撞 2時開潰

ところ市民センターホール
⑮指弾ヂーピット・アサートン
@ピアノ ポール・ク口スリ
.. 曲 窮①ベルジオーズ序曲「 樺惜」

②ブ宏一レノ'¥)'¥ーヌ

③ラベル}ピアノ協者曲
③ピゼー 「アルルの女J組曲第 1番
⑤ラベル 「ダフニスとクロエ」組曲第2番



く4)

復
さ
れ
、
家
庭
か
ら
山
山
る
よ
う
に
だ
け
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
日
本
の
一

な
り
-
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
い
明
日
の
原
動
力
と
な
る
婦
人
り
日

ろ
い
ろ
な
問
題
を
生
み
ま
し
疋
1

立
は
、
自
分
会
富
山
忘
を
伝
え
ら
れ
一

私
は
何
も
外
に
山
山
な
く
て
も
、
家
る
自
立
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
の
一

日
叫
内
の
会
話
か
ら
も
婦
人
の
自
立
次
に
第
一
三
は
、
高
齢
化
社
会
で
…

は
母

h

ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
の
老
人
の
自
国
」
げ
で
す
。
こ
れ
は
、
…

中
等
盤
崩
壊
と
な
ら
な
い
よ
う
家
趣
味
・
興
味
を
持
ち
、

H
r
A
Z
と
京
一

族
み
ん
な
の
理
解
と
務
刀
を
得
て
志
を
適
切
に
富
喜
努
力
を
し
、
長

の
婦
人
の
自
立
が
、
今
を
生
き
る
い
人
生
を
よ
Q
粂
し
く
、
明
る
く

こ
と
だ
と
縫
い
ま
す
。
全
う
す
る
こ
と
が
老
後
り
同
立
に

第
二
と
し

τ時
分
の
月
間
今
年
患
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

考
長
持
ち
、
意
見
を
い
え
る
こ
と
日
本
の
社
会
の
中
で
、
婦
人
の

で
す
。
「
明
日
を
つ
く
る
〕
た
め
確
か
な
自
立
と
、
社
会
の
た
め
に

の
自
立
は
単
に
、
お
金
が
あ
っ
働
く
こ
と
が
、
明
日
を
つ
く
る
婦

長

T
¥

欲
し
い
も
の
が
資
え
る
こ
と
人
の
自
点
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

市るすっさghv 
あで

平成元年2月守 58

「
今
を
一
生
き
、
明
日
を
つ
く
る
婦
人
m
日
目
立
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
三
十
六
回
新
年
婦
人
の
つ

ど
い
が
♂
月
一
一
十
六
日
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
聞
か
れ
た
。
企
画
立
布
告
は
、
約
一
一
一
十
の
婦
人
居
体
が

自
主
的
に
決
め
た
も
の
で
、
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
で
い
た
。
会
場
で
発
表
さ
れ
た
「
婦
人
の

主
張
」
は
、
一
般
公
募
十
七
点
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
も
の
で
、
現
代
社
会
で
の
女
性
の
あ
り

方
、
生
き
方
な
と
を
惑
っ
た
す
ば
ら
し
い
も
の
ほ
か
り
。
参
加
し
た
一
千
月
白
人
の
婦
人
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

らっちち

継
承
セ
し
れ
れ
ば
、
も
っ
と
楽
に
楽

し
い
P
T
A
に
な
る
は
す
。
阿
国
人

の
体
験
は
団
体
の
財
産
と
し
て
活

用
す
べ
き
だ
と
患
い
ま
す
。

全
体
が
向
上
一
す
れ
ば
叶
私
」
も

向
上
し
ま
す
。
径
四
期
を
終
え
た
ら

P
T
A
で
何
年
か
役
員
を
っ
と
後
任
者
が
企
画
す
る
行
率
に
積
極

め
た
経
験
か
ら
、
気
が
つ
い
た
事
的
に
蒋
鮮
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
役

を
お
伝
え
し
た
い
と
恕
い
ま
す
。
員
を
引
き
受
け
た
ら
、
自
分
は
人

設
も
が
人
に
役
を
頼
り
と
き
は
よ
り
ひ
と
つ
だ
け
多
く
働
こ
う
と

「
協
力
し
ま
す
か
ら
」
と
包
ざ
い
ま
決
め
、
前
向
き
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

す
が
、
決
ま
っ
て
し
ま
う
と
他
の

P
T
A
に
は
「
前
例
に
従
っ
て
」

人
は
涼
レ
い
顔
で
す
。
ま
た
、
任
や
「
蔀
年
度
は
」
が
多
す
さ
ま
一

期
が
終
わ
る
仁
「
議
も
が
や
っ
て
よ
す
一
。
役
を
受
け
た
人
が
「
私
は
こ
一

か
っ
た
と
き
ロ
い
ま
す
が
、
あ
と
は
う
や
り
ま
す
」
と
能
動
的
に
や
る
一
同

ヨ
y
ピ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
H

を
さ
っ
ぱ
り
と
引
退
し
て
し
ま
い
ま
方
が
粂
で
す
。
能
刀
を
考
え
、
熊
…

u

m
問
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
す
。
次
の
人
は
一
か
ら
始
め
て
向
還
せ
ず
柔
軟
に
い
き
ま
し
ょ
う
o

一
M

fz言
、
主
主
客
く
、
か
じ
よ
う
な
苦
労
を
し
ま
す
。
も
つ
婦
人
の
力
は
、

Z携
え
あ
一
つ
…
鱗

~
な
り
ヱ
ー
年
始
が
~
=
一
向
い
の
で
、
体
と
、
何
が
よ
か
っ
た
と
か
、
こ
う
事
で
、
二
倍
一
一
一
僚
に
も
な
る
は
ず
、
…
榔

力
の
あ
る
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
る
と
楽
ぷ
と
か
、
誠
実
に
引
め
げ
ず
、
熔
せ
?
話
し
合
い
、
絞
一

必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
き
継
ぐ
べ
き
で
は
な
い
ご
し
ぶ
う
験
を
伝
え
あ
い
ま
し
ょ
う
。
分
か
一
作

私
は
凶
十
五
歳
の
主
再
開
で
す
。
し
、
安
易
な
気
持
ち
で
は
で
き
ま
か
。
ど
つ
も
私
た
ち
タ
件
は
、
知
っ
て
い
る
と
患
っ
て
も
、
人
む
一
一
弓
一
繋

一
昨
年
の
五
月
に
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
せ
ん
。
私
の
山
交
付
は
、
活
動
す
る
識
を
共
有
す
る
の
が
下
手
な
占
つ
葉
に
与
を
傾
け
て
、
お
互
い
女
性
一
明

グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
々
と
英
一
同
日
に
備
え
て
、
体
調
量
ぇ
、
い
で
す
。
重
量
の
緩
み
重
ね
が
ら
し
い
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
。
一
伽

ム
宇
宙
。
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
、
ざ
と
い
う
と
き
は
、
際
宝
引
を
守

F
I
L
a
-
:
j
e
句

も

i
j
p
o
，

一

軒

去
年
の
川
口
汚
か
ら
は
、
障
害
者
の
れ
る
よ
う
気
配
り
を
し
て
い
ま
務
総
一
議
耕
一
‘
一
己
勺
支
怜

J
¥
ココ
μ

芝

主的
A
J議
グ
ル
ー
プ
ρ

れ
ん
が
の
す
。
こ
の
よ
う
な
苦
労
占
官
し
て

3
4
8
4
〓
d
t
j
i
i
d
J
5
5
;

会
に
そ
し
て
六
笠
別
か
ら
隆
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
7
ど

九

時

欄

間

仲

間

?

?

さ

ん

〈

潟

市

門

〉

一

一

マ

尽

穏

3
R
訪
日
(
同
月
)
、
お

寄
与
の
ダ
ン
ス
パ
}
テ
イ

H

ユ
あ
一
と
は
人
の
役
に
史
て
た
と
い
う

5

ゑ
肇
護
鐙
雪
F

一

一

J

M

(

水
て
お
臼
(
大
【
)
、
口
百

一一
l
ク

ダ

ン

ス

の

と

ス

タ

ツ

さ

わ

や

か

な

気

分

に

な

れ

ま

す

。

亀

鶴

鶴

野

族

に

も

わ

け

て

あ

げ

ら

れ

る

も

の

一

一

吾

、

官

互

全

5
5

ブ
を
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
仕
ハ
ワ
イ
で
は
障
害
者
が
安
心
為
職
議
饗
議
轡
報
警
な
の
」
と
戸
υ、
い

つ

に

も

増

し

一

了

時

国

間

午

前

9
持
初
日
分
jtj刊
品
目
吋

事

を

し

て

い

ま

す

の

で

、

活

動

が

し

て

合

員

け

る

こ

と

が

で

き

、

¥

¥

ソ

暴

露

聞

を

持

ち

ま

し

た

。

こ

一

一

マ

毒

見

担

保

護

ぺ
る
の
は
、
金

t
日
で
す
o

る

そ

う

で

す

。

議

嬢

議

常

う

し

て

私

の

号

室

を

竺

一

マ

対

象

吉

窪

、

事

選

手

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

し

口

寺

皇

室

向

け

の

警

護

襲

撃

家

族

に

受

け

入

れ

ら

れ

ま

し

庁

一

一

人

犯

人

た
い
と
思
っ
た
の
は
、
車
い
す
が
愁
い
、
警
官
官
と
健
常
者
が
共
議
緩
饗
警
警
子
育
て
中
む
私
が
考
え
る
奈
は
…
士
山
で
は
、
市
内
に
あ
る
施
設
定
一
大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
白
一
子
三

U

V

参
加
料
一
千
五
吉
田
リ

の
友
人
の
話
を
開
聞
い
て
か
ら
で
に
助
け
ム
ロ
パ
ペ
触
れ
合
い
の
輸
が
私
は
出
産
波
誠
の
後
、
中
部
妊
に
の
自
立
と
は
、
よ
り
パ
I
フ
ェ
ク
一
知
っ
て
い
た
だ
〈
だ
め
、
宣
言
一
寿
忍
(
杯
一
永
遠
藤
原
一
般
国
防
一

V
参
加
料
一
般
五
百
円
、
高
綬
…
マ
申
込
四
期
復

3
月
7
日
(
火
)

ラ
広
が
っ
て
、
警
告
が
至
福
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
盟
主
蓄
を
こ
な
し
、
将
来
立
蓄
を
利
用
し
て
親
子
容
物
最
終
処
分
場
版
一
生
一
一
一
高
言
語
科
書
む
こ
申
し
込
み
は
、
参
軒
を
添
え一

日
中
に
山
一
湾
、

594-Eu-川
重

の

r認
渇
の
広
報
紙
づ
九
差
支
え
る
ぷ
嘉
手
当
て
、
一
点
差
問
く
こ
と
足
っ
た

G

総

合

公

園

行

役

所

一

マ

主

要

2
2一
三
水
)
一
て
見
窓
口
体
喜

E
査

室

鮮
問
脚
労
使
校
?
ず
さ
ん
〈
御
殿
〉

端
情
特
汁
宏
子
さ
ん
(
畑
糊
融
制
〉

手
一

の
み
を
抽
買
う
苧
に
お
も
わ
ず
カ
が

刻
字
グ
ル
i
プ

余
殺
の
時
簡
を
、
公
民
銀
の
サ
ー
ク
ル
活

動
で
、
組
味
ゃ
教
養
走
広
め
て
い
ま
す
。

サ
ク
ル
に
は
、
防
仰
せ
耳
、
人
形
劇
一
北
欽

織
物
、
密
葬
、
英
会
話
、
ジ
ャ
ズ
体
操
な
ど

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
人
で
は
、
な
か
な
か
で
台
芸
品
せ
ん
が
、

間
じ
趣
味
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
る
こ
と

に
よ
り
、
仲
間
が
増
え
て
、
楽
し
い
待
問
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
サ
ー
ク
ル
は
、
中
央
公

開
民
館
や
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
な
に
か
サ
ー
ク
ル
活
撃
せ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方
は
、
市
什
A
A

沼
教
育
課
へ
。

3J望2Hヨ(;た}
午後 1時部分~3 時30分

ところ中央公民鰭ホ…ル

多ゲスト 大和E怒りつ子ほか

とき局主事弱 {鎚〉
スタート午繭9時平安軍務技場

{針演者}つるみね幼稚題、大原小学校、ヨ乏埠

童謡の会、アンサンプルやよい、崇善小学校

※入場は自由〈満員になりしだい締め切り)

咽問い合わせ中央公民館電話34-2111

平壕競技場一横内中学校 8.8担

横内中学校 重量沼章特鵠皐手続 4.7km 

愛国新幹繍手前一みずほ小学校 4.8km

みずほ小学校一吉沢ノド学校 7.0同

吉沢小学校一山城中学校 5.7kro 

全 長 5区間 311冊

争チーム編成監督 1、選手 5、補欠 2、計 8人

事申し込み 2月23臼闘停後 5時までに体育課へ

※詳しいことは、体育課(霊童話31-3060) へおた

ずねを。

-第 1区

・第 2区

・第 3区

ー第 4区

・第 512王
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( 

の
見
え
た
い
人
を
誘
導
す
る

J
Y

に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

、
徹ヤ歩

梶
山
議
?
?
さ
ん
(
山
ω
下〉

書籍45守雪号〈を玉〉

} 犯罪寺葬毒液とき
om村合体育霊童(電話31~-3出7)
事鱒車製瞳怒 卓球、パドミントン、パスケツ
ト、軟式寵球 (~16時札バレー (16時~)

• 2!守27Eヨ(舟}午挫2時~午韓8時
・3}望臼(湾 I!

• 3 Jij27日{月〕ノ/ 出演醗制・あゆみコーJレ，桜英会位指フラワー
コーラス e くーるばろーんーコーラスみずほ勾コール
グレース叩コールシルパー・コールスワン@コールそ
れいゆ a コ-)レなでしこ。コールポピ_.コール々リ
ンブル-，，コール糞皇制コールみなみはら コーロカ
ナリーノ・さきとりマミコーール伺湘南コールカンパネ駒場紳e

ラ・湘南ミロワャテ.)j重和幼稚鴎コーラス・花ポヱコ
合口岳部・詑水コ ラス。平壕コールグリーン，

平塚混声合唱団移平塚児童合唱出岳弓Z塚少、年少女合
唱団・ふじみ野コーラヌ，窟そ見合病院コーラス同好
会合フラワ コール・ボコ アホコ，まどヵ、コーラ
スーひまわり児童合唱出

要望商に鞘F轄できます

ただし、占F曹はで曹ません



2

火

曜

臼

、

全

語

)

午

前

語

附

地

1

日

時

吋

ぬ

分

時

間

出
一

読

J

7
講
師
慶
霧
館
館
長
境
好
勝
一

J

盟

一

、

み

倍

氏

一

時

じ

マ
受
時
晴
料
一
左
手
内
(
は
回
一
山

D

U

一

」

一

刈

コ

P
刀

分
、
教
材
費
削
別
U

一

帯

畠

H

A

T

時

{

楽

し

い

切

り

絵

"

カ

ッ

テ

ィ

ン

一

の

)

材

初

日

グ

ア

ー

ト

}

募

集

初

人

一

等

1

1

7
期
同
4
月
日
日
，
、
1
3
月
(
第
一
、
先
分

一

一

時

(

回

分

は

マ
期
嗣
同
4
月
幻
自
1
9
月
(
第
一
2
・
4
木
礎
臼
、
4
4
n
閉

山

)

午

前

一

羽

人

口

却

郎

止

2

9

4

土

一

曜

日

、

余

波

{

回

)

午

前

一

日

出

一

時

1

U

時

一

~

初

期

時

被

仲

一

一

時

~

前

回
持
i
u
帥
吋
ぬ
分
一
マ
講
師
白
本
切
り
絵
協
会
会
員
一

m
m
(

時
き

マ

講

話

日

本

エ

ギ

ノ

タ

1

ス

ク

1

一

位

北

野

百

合

子

氏

一

鞭

産

相

ン

関

お

と

ル
整
編
集
講
師
量
産
氏
一
マ
受
講
料
一
万
一
千
円
(
義
一

L
m

日

明

巧

醐

仲

間

マ

受

講

料

五

円

(

ぬ

豊

一

江

田

分

、

教

叫

差

別

)

一

前

U

グ

テ

窓

ト

百

雨

一

一

4

午

員

ド

花

一

教

り

一

室

〔

や

窓

し

い

中

露

閉

会

緩

}

募

一

宮

本

人

形

}

募

集

刊

山

人

一

人

斗

芸

花

ン

の

ワ

み

ま

ア

教

り

こ

費

別

)

は

制

援

な

し

ふ

口

紛

糾

3

警小

一

¥

る

集

同

人

3

一

通

4

2

1

A

(

第

一

器

開

盟

主

記

巧

諜

君

主

。

申

込

方

法

は

が

き

に

希

望

講

一

で

一

一

需

品

雪

」

と

に

五

ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
護
で
一
ロ
問
問
分
、
教
材
費
男
)
マ
却
問
4
月
1
5
1
3
月
(
第
一
2
・
4
水
曜
門
口
、
全
幻
一
回
)
午
前
一
・
'
e
・
|
|
!
ニ
座
名
、
依
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
一
宮
内

、
四
月
か
ら
襲
す
る
講
座
の
一
{
議
議
の
教
え
一
}
重
一
2
・

4望
書

回

)

午

前

一

誇

1

語

一

マ

講

義

会

主

宰

守

長

東

一

ス

A

午
後
1
時
1
2
降
、
同
B
一
話
番
受
験
著
記
入
の
う
え
一
〔
議
・
未
発
表
の
作
口
語

警

を

重

す

る

。

一

マ

販

問

4

5

P

9

月

誇

九

時

鈎

分

守

護

人

形

美

術

協

会

師

範

一

、

良

一

午

後

2

時

1

4

4

歳

コ

i

ス

一

一

五

平

塚

市

兇

寄

日

1

1

平

一

線

る

i

尺

×

S
尺
以
内
、
持

{

総

費

量

〕

募

集

詩

人

一

4

春

、

全

童

話

一

議

室

大

学

研

究

生

田

一

目

立

氏

一

受

講

料

一

万

八

千

円

(

前

期

一

C

午
後
3
時
1
4
3
D
一
塚
市
民
セ
ン
タ
ー
内
ひ
ら
つ
か
カ
一
張
り
ま
た
は
警
告
で
、
横

マ

露

A

5

?

3

月

(

第

一

ム

時

刻

分

章

氏

一

マ

受

講

料

一

万

一

千

円

(

襲

五

回

全

教

差

別

)

一

午

後

4

宇
5

持

一

ル

チ

ャ

1

童

書

委

員

会

釜

石

筆

切

り

以

内

(

警

と

要

1
・
3
木
曜
貝
毒
包
装
守
講
師
妙
覚
寺
住
職
大

h

v
受
襲
一
万
円
(
前
期
語
右
翼
著
書
)
一
平
議
豪
華
犯
人
一
マ
講
師
リ
ト
ミ
ツ
ク
幼
児
童
一
言
二
一
一
一
一
一
五
)
へ
。
先
着
玄
添
付
)
i
人
2
点
以
内

会

部

分

;

3

露

分

一

良

費

分

、

撃

事

二

重

重

お

人

一

マ

期

間

4

丹

羽

目

1

3

月

(

第

五

事

恵

美

子

氏

一

般

。

ア

出

品

料

1

点

一

言

、

1

点

守

護

頭

打

書

家

重

紘

一

菱

重

六

千

円

(85
一
審
鳴
の
歴
史
義
援
重
言
語
4
5
日
1
3
月
(
第
一
3
火
曜
臼
、
主
回
)
午
後
1
時
一
マ
受
覇
基
里
吉
署
ア
申
込
期
限
3
月
自
主
一
増
玄
」
と
に
墨
田
内

一

氏

一

安

驚

繋

ぎ

支

出

重

一

初

人

一

2

・

4

土

警

護

恩

義

五

分

1

3

雲

分

一

l

l

i

l

i

-

-

一

マ

向

い

言

葉

基

教

育

課

マ

受

講

料

一

一

万

円

(

前

期

連

一

お

人

一

マ

題

4

月

5

臼

1

3

月

(

第

一

1

語

分

1

3

誌

分

一

マ

霊

郷

土

史

研

究

家

井

出

一

f

!

?

v

}

:

;

i

一

指

導

係

待

望

七

回

)

分

、

警

察

)

一

マ

覇

4

5

日

1

9

月

(

第

一

;

3

水

曜

日

、

主

回

)

量

一

マ

講

義

奇

術

ク

ラ

ブ

章

一

栄

一

一

氏

一

事

護

乃

存

口

T
纂

案

一

i

i

j

l

九

時

A

5

持

(

第

一

UUMpm1一
時

五

何

言

語

f
i一引受ぃ

F五
千

2

2

7

i

5

1

出

且

t
u
A一

一

一

産

比

5

1

e

3

水

曜

日

、

長

田

)

午

前

言

語

文

芸

語

家

清

原

康

一

心

氏

一

分

)

一

{

ヨ

i

ロ

ッ

パ

し

し

ゅ

う

}

募

一

一

一

塁

塚

市

展

(

五

月

十

一

B

i

一

す

ご

と

に

五

百

円

一

月

ハ

鑓

も

鋤

V

9

特

約

分

主

時

一

芸

一

マ

受

講

料

一

万

一

一

千

円

(

義

一

門

愛

護

護

霊

訪

人

一

雲

人

一

六

品

司

)

に

出

品

さ

れ

る

重

工

警

護

?

3

立

長

一

/
f
l
L
V
¥

マ
襲
警
議
議
筋
中
一
マ
受
講
料
一
万
一
一
言
語
一
語
分
、
教
材
費

8

7

期
間
4
5
臼
3
3
月
(
第
一
マ
期
間
4
月
5
?
3
月
(
第
一
を
募
集
す
る
。
奮
っ
き
応
募
を
。
以
内
、
醤
は
お
五
喜
以
内
室
額
一
守
主
襲

森
扇
畑
山
一
涼
一
分
)
一
変
援
の
名
制
緩
箆
募
集
日
制
人
一
1
・
2
・
3
火
耐
曜
日
、
全
日
拘
留
)
一
1
@
3
水
曜
{
口
、
全
日
μ
回
)
午
前
一
マ
搬
入
日
4
月
2
臼
(
白
)
午
一
等
で
す
ぐ
に
展
示
で
き
る
も
の
ア
期
間
同
2
月
話
回
3
幻
自

主

襲

一

万

五

君

事

一

家

義

蓄

え

味

わ

う

}

募

一

マ

富

4

5

?

3

河

(

第

午

前

議

1

U

持

一

切

符

1

語

一

語

マ

ロ

時

一

i

人

2

室

内

・

出

量

1

一

門

ぎ

ら

つ

か

一

消

襲

i
Z
E
s
t
-
-
Z
E
E
-
z
i
j
弘
;
;
;
:
一
j
;
i
i
一
;
=
一
i
j
;
i
一
;
=
1
f
一
z
ミ
ミ
毛
ミ
i
i
i
一
毛
2
i
i
i
屯
号
t
i
:
宅t::z
妻

2-zz一;E55Zfz
妻

5zZ
菖

E
一
z
z
守
霊
雄
護
鶏
雲
ア

zカ
デ
ミ
l
…
マ
搬
費
入
場
警
所
中
実
央
公
露
民
舘
一
言
古
、
一
二
一
子
言
竜
内
汽
、
1
点
毒
増
雪
玄
芝
」
と
主
に
五
王
一
7
@
惑
競
覇
関
2
汚
易
お
臼
?
1
筏習臼

一
3
2
G
T二
塁

〉

¥

量

一

Z

F

3

3

急

ぐ

石

塚

署

手

議

所

)

歩

く

会

俊

久

間

宏

(

軍

一

講

師

高

木

る

み

子

氏

一

マ

参

加

資

格

お

歳

以

仁

(

由

学

一

喜

一

章

一

警

護

青

春

塁

け

葬

許
霊
霊
堂
z
d
y透
析

義

マ

3

席

議

な

る

量

山

の

木

マ

3

席

何

も

か

も

洗

い

た

く

な

一

菱

重

一

一

万

一

千

三

塾

生

は

き

工

芝

a

未

発

著

作

品

に

一

義

木
の
彩
う
つ
り
寒
風
吹
け
ど
警
暴
れ
た
怨
内
田
き
え
一
子
(
篤
一
口
実
数
差
別
)
一
マ
出
ロ
由
要
項
一
限
る
・
パ
ネ
ル
突
き
さ
は
半
一
回
期
間
3
3
8
1
5

夏
季
「
冬
の
授
の
入
選
内
)
、
5
席
荒
木
久
良
子
(
山
か
に
生
く
神
戸
秀
子
(
山
下
)
入
本
町
)
一
す
主
ツ
ク
}
霊
?
と
宝
葱
白
書
需
品
に
限
一
切
り
以
上
、
表
装
は
パ
ネ
ル
張
り
一
官
毒
殺
協
会
霊
支
部
盆
栽

作
品
が
こ
の
一
翼
ま
っ
た
。
主
な
下
て
6
席
鳥
海
力
(
霊
a
4
席
秋
山
春
江
(
小
銭
i
席
鈴
木
千
代
h

御
殿
)
、
一
マ
露
4
月
7
?
3
5毎

E
i
M
×
2
M
以
内
重
量
一
と
し
ガ
ラ
ス
表
装
は
不
可
、
翌
一
会
}

入
選
者
は
次
の
と
お
り
。
呂
、
7
席
島
村
も
と
ゑ
(
豊
島
)
、
5
席
田
中
礼
子
(
東
中
5
席
小
国
部
淳
(
城
所
)
、

6
一
週
金
福
宮
、
全
判
回
)
3
歳
コ
!
一
ぬ
キ
ロ
吋
ラ
以
内
'
l
人
3
点
以
内
一
真
は
会
議
5
枚
以
内
。
出
品
・
期
間
3
同
月
号
臼
1
M
g

(
敬
称
絡
)
田
宮
下
)
、

8
席
お
涼
美
代
子
原
)
、

6
席
高
裂
と
き
(
再
開
八
席
遂
海
幸
子
(
八
千
代
町
)
、
一

{
俳
句
}
国
粗
暴
袋
l

『
手
品
現
」
(
ふ
じ
み
野
)
、
百
一
時
鳥
海
其
幡
)
、
7
席
八
木
信
一
日
7
滞
佐
円
敏
子
(
機
内
)
、
8
一
二
子
町
出
部
ト
繋
肇
ド
行
夫
三
敏
璃
明
彦
樹
郎
ト
部
関
市
渓
ギ
ャ
ラ
リ
i

i

j

一

譲

俊

一

太

誠

ル

弘

安

健

柄

茂

邦

繁

二

イ

応

募

一

一

百

五

十

七

点

礁

(

童

小

雪

印

席

鈴

木

下

)

、

4

7

T

宴

席

獅

々

倉

護

(

徳

琴

、

9

一

部

泉

隆

京

椛

井

司

テ

松

沢

美

合

駒

場

保

主

ラ

援

し

・

中

央

公

民

館

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

?

?

子

袋

の

白

書

挙

が

り

そ

の

江

(

北

豊

富

)

田

)

、

9

席

一

一

一

滞

泉

(

逮

上

ヶ

席

杉

原

義

(

平

塚

)

、

量

一

安

北

詰

森

芝

川

末

柳

渥

落

安

馬

他

M
4
f
E料
(
霊
u
i
一
一
一
一
一
)

議

案

つ

鳥

海

義

(

豊

田

小

選

5
3
5精一
塁

ノ

ブ

子

議

室

妻

(

時

十

蝉

マ

活

本

の

剖

ジ

は

言

と

ア

ム

ネ

ス

テ

ィ

ポ

ス

畿

)

応

募

高

点

子

忠

実

ご

'

女

斗

ふ

り

ち

ル

畑

山

花

園

タ

i

窓

マ
2
席
手
袋
の
な
か
健
や
か
な
マ
1
臨
時
古
美
術
の
趣
味
を
一
持
ち
{
山
川
酬
明
〕
題
「
熔
」
応
募
百
マ
1
席
「
宮
田
棄
を
拾
ち
」
杉
村
一
税
た
テ
庭
ク
く
接
食
学
ズ
の
ド
ピ
ヨ
た
@
間
期
間
同
2
月
幻
自
1
叫
山
門
口

五

指

が

あ

り

江

原

子

鶴

子

(

入

合

う

夫

と

子

は

霊

長

り

夜

の

三

十

九

占

…

清

次

(

御

殿

)

小

忌

ベ

家

目

立

法

言

語

完

つ

け

組

支

議

い

彫

一

刻

援

}

時

制

)

更

け

ゆ

く

藤

巻

と

め

子

(

花

水

V

1

席

思

わ

な

い

天

気

に

ガ

イ

マ

2

席

「

裸

婦

像

」

若

林

照

子

ろ

情

に

尊

治

コ

呂

康

子

の

社

大

道

ン

ダ

ア

掲

・

一

期

間

3

月

2

日

1

訪

日

中

3

席

乎

袋

に

噂

し

て

締

む

る

台

)

ド

客

を

ほ

め

荒

章

一

二

重

(

撫

子

息

長

持

嗣

子

閣

時

酌

壮

語

足

立

三

仰

は

事

切

な

き

ゃ

も

ん

じ

ゃ

の

叩

線

一

斉

藤

豊

治

(

宙

開

厳

)

7

2

席

こ

の

土

に

な

り

目

。

来

り

町

)

7

3

席

「

燈

史

は

限

る

」

笹

震

き

野

び

一

忠

人

知

身

事

身

ガ

ど

大

感

路

知

界

事

一

ジ

こ

・
4
席
向
山
美
津
子
(
河
で
四
十
4
ホ

年

季

に

遅

れ

て

菜

を

蒔

マ

2

席

晴

れ

や

か

に

寒

つ

老

人

雅

夫

(

平

塚

)

泣

古

人

伊

恋

未

変

仕

心

メ

子

酢

立

高

新

世

時

ハ

パ

※

セ
ン
タ

i

へ

移動図嚢館あおぞら雪3月日程

i 合 E車種審館宇254揖関町12-41 電話31-0415

ごiよ場 1 B 15羽 29臼

城島公民館 2日 16日 3013 

顕陪崎小学校 2臼 16日 3013 

※金田公民館 3日 17臼 3113 

ふじみ野田地集会所 4日 訪日

仁屋小学校 7日

高吉沢公民館 7臼

期松亙Eノj、学校 8日 2213 

金目小学校 9臼 23尽

液みずほ小学校 9臼 2313 

機万国民嘩市営住宅 1013 24日

海 宝 寺 14日 28日

曜量豊回公民館 14日 28臼

す油絵教室

初心者を対車に静物画を基礎から学ぶ。

・日程 2月17日-3月31臼の毎週金曜日、

全 7径]

・時間四時 -21時

・対象青卑10人く申込制〉

勾用意するもむ 抽象会道具式、キャンパス

F 8~lO号 1 枚

~ I今、地域でできることはj

地域での大人の投割について話し合う。

・日医子 3月 4日 (1:) 10日寺{ザ12'寺

'対象成人30人〈申込翁rj)

す第lO!filフレンド 7コンサート

足柄上郡、草木、イタ勢原、小田置、茅ヶ崎、

幸野、

歓会0

・日時 3月12日(日) 13時-15時 30分

・会場小田原中央公民館ホール

合体舘毘揮週月曜日

会腎企年金舘

千254境問町12~41 電話32-7029

合理主翼襲会

。3}l12臼(毘)四時、 14時 3暗ホーノレ

「株と私 44分康拶暁画

思春期にさしかヵ、ったある少女と、おばあ

さんの王手をけが寄せて苦しむその妹とのかか

ねり古いの過程を描きながら、互いに相手の

立場を考え、思いやり、いたわりあうことが

いかに大切ヵ、を主張した作品。

すおはなし会
こども室では、幼児、小学生低学年を対象

に毎月第 3木曜臼におはなし舎を開いてい

る。お母さんもご一緒に。 (14日寺30分̂ -)

τ公開握野寺競

馬買出室、書考室

火~EHl窪臼 9時 -16時 50分

(金曜日 9時-18時 50分)

・こども震火~土曜日 13時 .-._16時間分

日寵日 9時 -16時 50分

会骨盤自 聾週月曜日、月末

合体重量学事費「拓本塁墨を作ろうj

拓本塁を実際に押り、坂碑、 上ニ器、高札な

どの牢し取りを実習する。

・5時 3月26日(日) 10時 .-._15時

会場科学教烹

・募集人員 15人〈抽選ノ

・材料費 700円

a 申し込み 3 frJ19日までに往復はがきで

合体舘臼 毎遇月曜日、月末

会博物館宇254境問町12-41 電話33-5111

合こども験言霊会
@2}寺田沼(臼)10時、 14時 3曙ホーJレ

「あらいぐまラスカル 27分

「アンパンマンとほいきんまん 10分

「かしのぎホテル 10分 以上アニメー

会フJE軽費襲ノ会遊星害悪霊
昭和54年に調査した出土品田紹介

縄文時代中期の五額ケ台式土器がまとまっ

て出土しており、五種ケ台貝嘩や臼向丘遺跡

とむ潟i獲が控目される。

また古噴接軒'""前期の方Js'周溝墓より、人骨

とともに小形無文親、管玉、鉄舗が出土した

ことは全霞的に少ない等司列だけに、癌檀ある

資料といえる。 (---26日

平 場 の 野

鳥を紹介する。

・期間 3月日日{土)-羽田(日)の 9時

30分 -16時

・ 金場 金田公民舘

合移動零物童書
{獲を.... る金]

冬の代表的集躍を眺める。

・日時 3月 4日(土) 18時 ~ 即 時

・会 場構内公民館



〈ア〉

輯対議 官日ぜさぎの予防接種を畳け

る必要のない乳幼児。

鴫第 1期 3か月以上6議未満の 乳

幼児。 3週間から 8週間の間隅 で

3@]'茸ける。

・第 2期第1期の 3閉百の接撞 臼

から 1年以上 1年 6か月以内に 1

回受ける。

盟接撞方法 市民持続・共揖病院の

み で 年 間 を 通 じ て 撞 撞 で き る 。接

撞日話再構院にご相談を。

調料金無料

盤保険証、母子憧属手棋を持事

盟対象 3月中に 8か月から満 1歳

になる乳幼児の母親

輔日時 3月 9日 午前日時~口 時

開会場平理保鵠所

輯母子耀康手帳、筆記用具を持書
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の育て方

3月27日 午 後 1時 30分 -4時

赤 ち ゃ ん の お ふ ろ ・ お 産 の 進 み 方

と産接の過ごし方島呼吸法

盤会場保障センター

覇主拍医の許可を得てからと書加

を。 25日はお父さんもどうぞ。

翻 持 書 す る も の 母 子 健 膿 手 帳 、 筆

書己用具(全日韓共通)、スラックス

(6 Bと日)、さらし、裁撞道具

(13白)、エプロン、三角巾、タオ

ル (20司)

関前期(妊顕 6カ、河までの方)

3 fj 6日午後 1時 30分 -4時

妊据由の体の変化と過ごし方・妊

婦体操

3月 13日午後 l時 30分 -4時

摺 鮪 2期 対 象 は 3か 月 以 上 4掻来

満の乳幼児。 3i車問ヵ、ら 8週間の

間隔で 3Q在受ける。

盤揮 2期第 1期の 3回目の謡撞臼

から l年以 t1年 6か月 以内 に 1

回受ける。 5粛 6か月に達する

まで受けられるが、 4議ま でに 終

了することが鎮ましい。

関開業医、病院で接種できる。接種

目は盟主富市とご相談を。

覇料金無料

翻撮険証、培子髄康手帳を持書

髄対象乳幼児

購相談日 毎 週本 曜臼

輯時間午 前 9時 30升 -10時30分

離会場保健 セン タ

関内容 体 重 測 定 、 栄 養 、 病 気 、育

て方、予防接樟むことなど

欝母ヂ慢廉ず疲~を持書

まつり

蔚符 3月5E (E) 

午前 9時'30分~午後 3時

会場違憲念公額

多El約広場

湖南地方資産まつり運営委員

会では、家資に親しみながら湖

南の畜産を知ってもらおうと、

畜産まつりを開くことになった。

ご家銀お繕いでお出掛けを。

催し物事Lしぼり競争や内・卵・

野菜即売、動物広場

指当農産課(内線542)
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量宮こ義語品実ろち桑均約書訟 ぬれ

持続計計出塁審議fi
;出少もこう行れな昔日が末はし話題 じ込:.Y1¥IU

事雪雲 主警き票る票Z2;?弘ゐ号制

戸言語32H季最_!~ 
霊平安基熱雲高著号車警一芸名義主 η草書原

!jjjjj;!!{j!i!jjgj;: 
事続適方日発でのとれれ喫 lるれた 、 大

松本倫子さん
(第11留すばる文学賞受賞作家)

とき 31l2B (木)午後 6榊欄

午後 6時30分勝演

ところ 勤労会護憲3瀦大会畿重量

争入場綴料

議駐車場がありませんので、車での来場

はご遠慮を。

@問い合わせ韓b.労金書宮 霊童話 32-3355

3 Ji26臼(臼〉
午 後 2時機意電

ところ 市民センタ一

言聖書警 察稼吹奏愛好会
く〉話題題 ドラゴン・クエスト特集(口弘

のテーマ冒険の旅、そして伝説へ他人

サウンド・オブ・ミュージツ夕、王様

と官、他

。 入壌線料入場希望者は、市民センタ

ー 、市 役所 受付 、中 央公 民錦 、 各 地 区 公

民館 に 務 理 券 が 用 意 し て あるので、お受

け取りを。

疑 問い合わせ市民センター窓話32-

2235 
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は、嘉
義
し
て
い
る

p

v
コ
ー
ス
等
装
飾
工
芸
(
木
材
工

芸
等
)
担
人
・

1
年
、
イ
ン
テ
リ
ア

工
芸
(
室
内
装
飾
等
)
叩
人
・

1

年
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
施
工
(
件
靖
、

造
関
等
)
却
入
・

6
か
月
、
住
宅
語

構
施
工
(
管
工
設
構
等
)
組
人
・

6

か
月
、
プ
ラ
ン
ト
施
工
(
溶
接
技
柄

等
)
的
人
・

6
か
月
、
建
設
設
計

(
パ
ー
ス
、
測
量
製
図
歪
守
)
詩
人
・

6
か
月

マ
募
集
期
隈

1
h
6
R
(月
)

マ
申
込
先
向
高
等
職
業
技
栴
校

(
電
語
回
一
九
二
一
ニ
、
ま
た
は

平
寧
公
共
職
業
安
定
所
(
電
語
泣

。一00
)

な
お
、
現
金
自
動
預
払
機
は
、
今

ま
で
ど
お
り
と
利
υ
用
い
た
だ
け
る

0

7
休
み
と
な
勺
た
窓
口
業
務

'
郵
懐
物
白
集
配
業
務
を
取
り
扱
う

郵
壇
局
は
貯
金
、
保
険
の
窓
口
業
務

。
同
薬
務
を
取
り
紋
わ
な
い
郵
設
局

は
郵
穫
、
貯
金
、
保
障
の
窓
口
業
務

詳
し
く
は
、
平
感
郵
慣
局
(
篭
訳

出
↑
…
ヘ
)
一

J

へ。

拐
、
年
旬
を
対
象
と
し
町
子
話
語
辞

会
が
聞
か
れ
る
。

マ
日
再

3
月
3
日
3
担
自
の
毎
選

月
・
金
曜
岳
、
全
8
陪

・
時
間
午
前
日
時
1
日
時

守
会
場
横
社
会
館

マ
定
員
却
人
(
先
着
煩
)

マ
申
込
先
福
祉
総
務
評
定
生
福
祉

係
(
内
線
一
一
一
守
二

女
性
フ
ォ
;
一
ブ
ム
を
一

県
期
南
地
医
行
政
セ
ン
タ
ー
で

は
、
男
女
共
同
社
会
の
実
現
と
女
性

問
題
へ
の
理
解
を
探
め
て
も
ら
う

「
湘
南
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
く
o

v臼
時

2
月
間
日
(
火
)
午
後
Z

時
回
分
3
4時

守
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

マ
講
師
種
目
新
開
論
説
要
員
増

田
れ
い
子
氏

fパイロット議jが[総会公爵Jiこ

f新監YJが{平塚球場JIこ

か
開
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す。
野
球
場
、
鋭
校
場
が
で
き
、

パ
ス
を
口
利
一
周
し
て
来
ら
れ
る
方

も
多
い
と
患
い
ま
す
が
、
だ
れ

に
で
も
わ
か
る
バ
ス
停
の
名
称

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

(
業
中
療
世
間
約
一
培
予
さ
ん
)

3
v
p
L

平
塚
市
総
合
公

i
f

ー

γ
周
囲
は
平
塚
球
場
、

平
塚
競
技
場
と
完
成
し
、
プ
ロ

野
球
、
陸
上
競
技
大
会
な
ど
多

く
の
皆
さ
ん
に
殺
し
ま
れ
て
お

り、

A
議
、
掛
札
合
体
膏
飴
の
完

成
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
利
用
m

わ
か
り
に
く
い
と
い
う
ご
意
克

さ
れ
る
方
の
増
加
が
予
想
さ
れ
を
い
た
だ
い
お
り
ま
し
た
。

ま

す

。

市

で

は

、

パ

ス

を

運

戸

付

し

て

ご
脅
品
問
の
よ
う
に
、
今
ま
で
い
る
神
奈
川
中
央
交
通
に
、
パ

ス
停
の
名
称
祢
名
胞
に
つ
い
て
お

願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の

書籍45守努

教
育
委
員
会
で
は
、
公
民
館
館
内

外
の
清
掃
や
、
職
員
不
在
持
の
留
守

番
等
そ
し
て
も
ら
う
管
理
人
を
嘉
躍

す
る
。

V
応
募
資
格
市
内
に
住
む
満
郎
歳

以
下
の
婦
人
で
、
記
偶
者
と
住
み
込

み
可
能
血
万

マ
勤
務
場
所
南
原
・
大
神
公
民
館

マ
乎
当
月
額
一
一
万
七
三
寸
百
円

マ
管
理
人
室

6
畳、

4
B
5
畳、

台
所
、
路
軍

マ
人
間
性
Z

E

4
月
と
旬

マ
応
募
抽
制
限

2
月間
ω
日
(
木
)

応
募
さ
れ
る
万
は
、
市
販
の
臆
歴

書
(
写
業
添
付
)
を
社
会
教
育
課
社

会
教
育
慌
(
内
綿
五
二
回
)
へ
。

マ
臼
時

2
R四
日
(
日
)
午
前
日

時
ら
四
時

円v
会
場
中
央
公
民
舘

マ
講
師
東
京
大
学
新
聞
研
究
所
助

教
捜
蘭
井
惇
氏

マ
内
容
災
害
時
の
生
治
不
安
へ
の

対
応

マ
問
い
合
わ
せ
先
妨
災
課
紡
災
保

(
内
練
一
一
一
五
七
)

平
嘩
商
工
合
議
所
で
は
、
臼
商
ワ

ー
プ
訂
技
能
4
融
検
定
試
験
に
聴
り

4
月
か
ら
臨
時
試
験
日
を
設
け
交
筋

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
た
だ
し
、

機
器
が
設
霞
さ
れ
、
雰
験
者
を
四
人

前
後
確
保
で
き
る
こ
と
)

詳
し
く
は
、
閉
掃
工
会
議
所
(
電

諮
問
一
一
五
♂

O)
へ。

住
宅
金
融
公
揮
で
は
、
住
宅
自
新

欝
資
金
や
建
て
売
り
住
宅
，
マ
ン
シ

ョ
ン
購
入
資
金
の
融
資
申
し
込
み
を

受
け
付
り
て
い
る
。

マ
対
象
住
宅
叩
平
方
幻
以
上
二
百

二
十
平
方
れ
以
下
(
マ
ン
シ
ョ
ン
は

胡
平
方
幻
以
上
二
百
-
一
十
平
万
M
h
以

下
)

マ
申
込
期
同
限
内
ぜ
月
刊
日
(
金
)

詳
し
く
母
、
公
掃
業
務
取
扱
金
百
融

機
関
か
、
公
蟹
東
京
支
思
議
諮
問

l
一一六
O
i
一
二
一
一
)
へ
。

(
臨
幽
廿
官
数
憲
一
を
醐
聞
く

7
日
時

2
月
お
日
(
土
)
午
前
9

時
却
汗
3
1時
泊
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

。
口イて

ヂ
「

務

樺
磯

ス

る

欝

パ

わ

擦

の

変

繍一立
綴

公

名

機

齢

の

繍

開

り

酌

町

鰍
綿
よ
繍

ケ
メ
胡
曜
と

内

向

州

JZ

市

ツ

ほ
ど
付
廷
の
工
受
官
会
自
治
会
ま
た
、
二
月
十
日
に
平
塚
釈

の
ご
協
力
も
得
て
、
一
一
月
十
六
北
口
出
国
段
下
に
、
総
合
公
閣
の

白
か
ら
、
~
新
町
」
バ
ス
停
が
慢
し
物
・
パ
ス
路
線
案
内
な
ど

「
平
塚
球
場
(
競
技
場
前
)
」
占
禁
説
示
す
る
「
平
塚
市
案
内
シ

に
変
更
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
ス
テ
ム
」
を
設
費
し
ま
し
た
の

し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
「
パ
J

で、

ζ
利
凶
聞
く
だ
さ
い
。

ロ
ッ
ト
前
)
パ
ス
停
が
「
総
合
「
総
合
公
鼠
漆
殺
事
議
所
)

公

園

」

に

変

更

と

な

り

、

パ

ス

(

商

工

諜

)

の
経
由
名
が
「
新
町
経
由
」
か
※
市
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見
な

ら
「
総
合
公
慶
経
由
」
と
な
り
ど
は
、
お
気
軽
に
広
報
課
広
糠

ま

す

。

係

(

内

線

一

ニ

五

五

)

へ

。

マ
講
師
喝
し
長
尉
究
家
石
川
昌
敏

氏マ
内
容
ラ
ン
の
花
の
咲
か
せ
万

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
堅
一
色
村

読
む
ン
タ
!
(
電
話
お

O
E九
一
一
)

申
山
企
業
経
宮
者
、
経
営
投
機

者
、
経
営
一
管
理
一
容
を
対
象
と
し
た
折

鰻
講
座
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時

2
月
ね
日
(
水
)
?
散
2

時
j
K
3
4
時

マ
会
場
平
場
萌
工
会
議
市

マ
講
師
東
京
工
業
六
学
教
授
汀

藤
淳
氏

マ
デ
i
マ
こ
れ
か
ら
望
ま
れ
る
経

営
者
憾
と
勝
つ
た
め
の
緋
官

マ
問
い
合
わ
せ
先
高
E
課
工
業
保

(
内
綿
五
U
七
)

あたたかい

(
敬
称
略
)

マ
社
品
宮
崎
惜
社
募
金
へ
'
三
菱
樹
脂

労
働
組
合
平
塚
支
部
十
方
三
千
八

百
二
十
九
円
、
小
作
節
チ
一
万

円
、
袖
ケ
浜
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
一
一
一

万
四
千
円
、
宮
の
前
老
人
ク
ラ
ブ
、
U

友
会
二
万
一
千
八
芭
九
十
円
、
湘

央
建
設
組
合
↓
一
万
七
十
円
、
平

嘩
五
月
金
四
万
円
、
密
霊
堂
平
副
都

病
院
ぃ
乏
i

一
二
百
十
一
円
、
背
木
キ

ク
十
方
円
、
平
嘩
高
等
職
業
技
摘

校
一
万
三
千
六
百
七
十
七
円
、
小

林
博
孝
五
千
円
、
宮
代
千
代
子

五
千
八
百
二
十
八
円
、
泊
代
田
海
子

二
万
円
、
勤
労
会
舘
一
千
百
八

十
八
円
、
神
奈
川
県
生
命
保
験
協
会

湘
南
支
部
九
↓
万
円
、
堀
真
-

-
千
百
十
九
円
、
昔
税
金
教
団
小
田

原
支
部
八
万
円
、
熊
沢
武
司
二

万
円
、
鈴
木
据
次
郎
一
万
円
、
平

壌
競
輪
場
第
5
投
崇
所
従
業
員
一
時

二
子
八
百
二
円
、
間
構
3
持
観
席

従
業
員
同
三
一
千
七
百
九
十
一
-

円
、
東
車
電
刀
平
塚
古
学
所
職
員
一

一
間
九
万
六
手
円
、
市
塚
地
区
内
鍛

四
万
陪
千
円
、
三
橋
保
域
!
万

円
、
高
橋
醸
造
一
万
円
、
共
和
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
一
万
一
一
千
六

ロ
コ
ト
ャ
九
円
、
中
打
伝
五
郎
一
千

円
、
福
祉
部
千
九
百
一
一
よ
】
円
、

背
木
リ
ン
十
万
円
、
青
木
諒
十

万
円
、
つ
く
し
肴
濯
円
開
示
政
婦
紺
介

所
三
庁
円
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
社
員

同

i

万
七
千
三
百
一
一
一
十
四

月
、
丸
岡
ハ
マ
一

τ九
百
七
十
四

円
、
が
清
水
ツ
ヤ
子
一
五
2

円
、
千

日
前
岸
内
治
会
一
一
万
円
、
点
在
太

喜
男
一
(
千
円
、
が
藤
芳
子
二
千
十
二

百
四
十
九
円
、
林
犀
摂
席
一
一
一
千
七

百
一
一
十
五
円
、
治
行
永
松
七
百
四

ι
円
、
加
協
同
名
会

i
万
円
、
水
島
春

子

五

f
万
円
、
湯
井
時
五
十
万

円V
枕
金
槌
祉
へ
"
磯
崎
輝
夫

千
円

マ
曹
ぎ
れ
な
い
児
へ
江
川
禎
?
才

一
千
円
、
府
川
誠
一
万
円
、
磯

崎
勤
一
平
内

マ
心
身
障
費
咽
へ

e

江
川
英
世

一
二
千
円

マ
交
通
港
南
見
へ
・
森
田
麿
量
一
一

千
五
百
円
、
神
騒
会
五
万
九
百
五

十
円
、
平
尾
ハ
ブ
テ
ス
ト
教
会
一

万
弓

(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
j
ツ
援
興
義
金
へ
・
喜
田

常
蔵
一
万
円
、
進
和
簡
合
一
万

円
、
湯
井
勝
五
↓
万
円
、
水
島
春

子
五
十
万
円
、
平
原
建
設
業
協
会

百
万
円
、
湘
南
倉
庫
運
送
百
万

円
、
桜
山
太
一
百
万
円
、
国
ス
ポ

ー
ツ
聞
に
悼
新
年
の
集
い
(
一
万
五
千

九
百
九
千
円
、
￥
塚
環
興
!
?
一
力
内

期
は
頑
張
っ
て
品
在
校
し
て
い
た
で
す
。

の
で
す
が
、
二
学
期
制
に
入
っ
て
こ
の
よ
う
に
、
心
と
体
は
表

間
も
な
く
、
風
邪
そ
ひ
い
て
か
議
-
体
を
な
し
て
い
ま
す
。
そ

ら
熱
が
な
か
な
か

τ
が
ら
な
く
し
て
、
子
供
は
夜
々
に
し
て
言

な

り

ま

し

た

。

業

で

お

母

さ

ん

に

一

首

え

な

い

持

A
子
は
勉
強
が
好
き
だ
し
、
体
で
い
ろ
い
ろ
と
訴
え
ま
す
。

学
校
へ
一
日
も
早
く
行
き
た
い
子
供
が
病
気
に
な
っ
た
持
、

と
思
う
の
に
、
体
が
い
う
こ
と
体
だ
け
に
注
周
回
す
る
の
で
は
な

を
き
き
ま
せ
ん
。
「
今
日
ご
そ
く
、
心
の
方
に
も
自
を
A

向
け
て

は
学
校
へ
行
こ
う
一
と
菊
里
く
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
き
る
の
で
す
が
、
体
が
ふ
ら
子
供
は
病
気
を
還
し
て
、
お

ふ
ら
し
て
立
っ
て
い
ら

ιな
い
母
さ
ん
に
何
か
を
訴
え
て
い
る

の
で
す
。
そ
ん
な

A
壬
世
間
見
て
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


	マルチ 251
	マルチ 252
	マルチ 253
	マルチ 254
	マルチ 255
	マルチ 256
	マルチ 257
	マルチ 258

